
 

令和 6(2024)年度 年間スケジュール 
 

 

 
栄養及び水分管理に係る薬剤投与関連 

血糖コントロールに係る薬剤投与関連 
在宅・慢性期領域パッケージ 

開講式 令和６年 ４月 ３日 （水） 

共通科目 

令和６年 ４月～８月 

（集合研修：日数） 

４月：２日 ５月：５日 ６月：３日 ７月：4日 ８月：５日 

フォローアップ 

研修 
令和６年 ９月 ７日（土） 

区分別科目 

令和６年 ９月 ～ １２月 

 

（集合研修） 

・９月 ：３回（栄養） 

・１０月：３回（血糖） 

 

令和６年 ９月 ～ 翌３月 

 

（集合研修） 

・９月 ：３日（栄養・呼吸器） 

・１０月：５日（呼吸器・ろう孔） 

・１１月：４日（創傷） 

臨地実習 

令和６年 １０月２１日 

 

～ 

 

令和６年 １１月２２日 

 

令和６年 １１月２５日 

       ～ 

令和７年 ２月２１日 

 

（冬期休暇：12月 28日 

～翌 1月 5日） 

実習書類 

提出期限 
令和６年 １２月 ２日（月） 令和７年 ３月 ３日（月） 

修了判定日 令和６年 １２月１３日（金） 令和７年 ３月１３日（木） 

修了式 令和７年  ３月１８日（火） 

 

 

令和７（2025）年度 

受講者選抜面接試験 
令和６年  １１月 ３０日（土） 

合格発表 令和６年  １２月  ８日（金） 

 

  



令和 6(2024)年度 授業概要 
共通科目 

科目 学ぶべき事項 時間 

臨床病態生理学 

臨床解剖学、臨床病理学、臨床生理学を学ぶ 

1. 臨床解剖学 

2. 臨床病理学 

3. 臨床生理学 

30 

臨床推論 

臨床診断学、臨床検査学、症候学、臨床疫学を学ぶ 

1. 診断のプロセス 

2. 臨床推論(症候学を含む)の理論と演習 

3. 医療面接の理論と演習・実習 

4. 各種臨床検査の理論と演習 

心電図/血液検査/尿検査/病理検査/微生物学検査/生理機能検査/その他の検査 

5. 画像検査の理論と演習 

放射線の影響/単純エックス線検査/超音波検査/CT/MRI/その他の画像検査 

6. 臨床疫学の理論と演習 

45 

フィジカル 

アセスメント 

身体診察・診断学(演習を含む)を学ぶ 

1. 身体診察基本手技の理論と演習・実習 

2. 部位別身体診察手技と所見の理論と演習・実習 

全身状態とバイタルサイン / 頭頚部 / 胸部 / 腹部 / 四肢・脊柱/泌尿・生殖器 /

乳房リンパ節 / 神経系 

3. 身体診察の年齢による変化  小児/高齢者 

4. 状況に応じた身体診察   救急医療/在宅医療 

48 

臨床薬理学 

薬剤学、薬理学を学ぶ 

1. 薬物動態の理論と演習 

2. 主要薬物の薬理作用・副作用の理論と演習 

3. 主要薬物の相互作用の理論と演習 

4. 主要薬物の安全管理と処方の理論と演習 

 ※年齢による特性(小児/高齢者)を含む 

46 

疾病・臨床病態

概論 

主要疾患の臨床診断・治療を学ぶ 

 主要疾患の病態と臨床診断・治療の概論 

  循環器系/呼吸器系/消化器系/腎泌尿器系/内分泌・代謝系/免疫・膠原病系/血液・

リンパ系/神経系/小児科/産婦人科/神経系/運動器系/感覚器系/感染症/その他 

30 

状況に応じた臨床診断・治療を学ぶ 

1. 救急医療の臨床診断・治療の特性と演習 

2. 在宅医療の臨床診断・治療の特性と演習 

10 

医療安全学 

特定行為の実践におけるアセスメント、仮説検証、意思決定、検査・診断過程(理論、 

演習・実習)を学ぶ中で以下の内容を統合して学ぶ 

1. 特定行為実践に関連する医療倫理、医療管理、医療安全、ケアの質保証(Quality 

Care Assurance)を学ぶ 

① 医療倫理  ② 医療管理  ③ 医療安全   ④ ケアの質保証 

2. 特定行為研修を修了した看護師のチーム医療における役割発揮のための多職種協

働実践(Inter Professional Work(IPW))(他職種との事例検討などの演習を含む)を

学ぶ 

① チーム医療の理論と演習   

② チーム医療の事例検討 

③ 組織分析の方法と演習 

④ コンサルテーションの方法 

⑤ 多職種協働の課題 

3. 特定行為実践のための関連法規、意思決定支援を学ぶ 

① 特定行為関連法規 

② 特定行為実践に関連する患者への説明と意思決定支援の理論と演習 

4. 根拠に基づいて手順書を医師、歯科医師等とともに作成し、実践後、手順書を評価

し、見直すプロセスについて学ぶ 

① 手順書の位置づけ  ② 手順書の作成演習  ③手順書の評価と改良 

51 

特定行為実践 

合計 260 



在宅・慢性期領域パッケージの内容  

区分別 

科目名 
時間 特定行為名 

特定行為区分に含まれる特定行為に共通

して学ぶべき事項 
特定行為ごとに学ぶべき事項 

内容 時間 内容 時間 

呼吸器

(長期呼

吸療法

に係る

もの)関

連 
12 

気管 

カニューレ

の交換 

1.気管切開に関する局所解剖 

2.気管切開を要する主要疾患の病態

生理 

3.気管切開を要する主要疾患のフィ

ジカルアセスメント 

4.気管切開の目的 

5.気管切開の適応と禁忌 

6.気管切開に伴うリスク(有害事象

とその対策等) 

4 

1.気管カニューレの適応と禁忌 

2.気管カニューレの構造と選択 

3.気管カニューレの交換の手技 

4.気管カニューレの交換の困難

例の種類とその対応 

 

5.演習（オリジナル） 

6.OSCE 

7 

科目試験 1 

ろう孔

管理関

連 

20 

胃ろう 

カテーテル

若しくは 

腸ろう 

カテーテル

又は 

胃ろうボタ

ンの交換 

1.胃ろう、腸ろう及び膀胱ろうに関

する局所解剖 

2.胃ろう、腸ろう及び膀胱ろうを要

する主要疾患の病態生理 

3.胃ろう、腸ろう及び膀胱ろうを要

する主要疾患のフィジカルアセス

メント 

4.カテーテル留置と患者の QOL 

5.カテーテルの感染管理 

6.カテーテル留置に必要なスキンケ

ア 

10 

1.胃ろう及び腸ろうの目的 

2.胃ろう及び腸ろうの適応と禁忌 

3.胃ろう及び腸ろうに伴うリスク(有

害事象とその対策等) 

4.栄養に関する評価 

5.胃ろう造設の意思決定ガイドラ

イン 

6.胃ろう及び腸ろう造設術の種類 

7.胃ろう、腸ろうカテーテル及び胃

ろうボタンの種類と特徴 

8.胃ろう、腸ろうカテーテル及び胃

ろうボタンの交換の時期 

9.胃ろう、腸ろうカテーテル及び胃

ろうボタンの交換の方法 

10.演習（オリジナル） 

11.OSCE 

9 

科目試験 1 

創傷管

理関連 

30 

褥瘡又は慢

性創傷の治

療における

血流のない

壊死組織の

除去 

1.皮膚、皮下組織(骨を含む)に関する

局所解剖 

2.主要な基礎疾患の管理 

3.全身・局所のフィジカルアセスメ

ント 

4.慢性創傷の種類と病態 

5.褥瘡の分類、アセスメント・評価 

6.治癒のアセスメントとモニタリン

グ(創傷治癒過程、TIME 理論等) 

7.リスクアセスメント 

8.褥瘡及び創傷治癒と栄養管理 

9.褥瘡及び創傷治癒と体圧分散 

10.褥瘡及び創傷治癒と排泄管理 

11.DESIGN-R に基づいた治療指針 

12.褥瘡及び創傷の診療のアルゴリ

ズム 

13.感染のアセスメント 

14.褥瘡の治癒のステージ別局所療法 

15.下肢創傷のアセスメント 

16.下肢創傷の病態別治療 

17.創部哆開創のアセスメントと治療 

12 

1.褥瘡及び慢性創傷の治療にお

ける血流のない壊死組織の除

去の目的 

2.褥瘡及び慢性創傷の治療にお

ける血流のない壊死組織の除

去の適応と禁忌 

3.褥瘡及び慢性創傷の治療にお

ける血流のない壊死組織の除

去に伴うリスク(有害事象と

その対策等) 

4.DESING-Rに準拠した壊死組

織の除去の判断 

5.全身状態の評価と除去の適性

判断(タンパク量、感染リスク等) 

6.壊死組織と健常組織の境界判

断 

7.褥瘡及び慢性創傷の治療にお

ける血流のない壊死組織の除

去の方法 

8.褥瘡及び慢性創傷の治療にお

ける血流のない壊死組織の除

去に伴う出血の止血方法 

9.演習（オリジナル） 

10.OSCE 

17 

科目試験 1 



栄養及

び水分

管理に

係る薬

剤投与

関連 

12 

脱水症状に

対する輸液

による補正 

1.循環動態に関する局所解剖 

2.循環動態に関する主要症候 

3.脱水や低栄養状態に関する主要症   

 候 

4.輸液療法の目的と種類 

5.病態に応じた輸液療法の適応と禁    

忌 

6.輸液時に必要な検査 

7.輸液療法の計画 
6 

1.脱水症状に関する局所解剖 

2.脱水症状の原因と病態生理 

3.脱水症状に関するフィジカル

アセスメント 

4.脱水症状に関する検査 

5.脱水症状に対する輸液による 

 補正に必要な輸液の種類と臨 

 床薬理 

6.脱水症状に対する輸液による

補正の適応と使用方法 

7.脱水症状に対する輸液による

補正の副作用 

8.脱水症状に対する輸液による

補正の判断基準(ペーパーシ

ミュレーションを含む) 

9.脱水症状の程度の判断と輸液

による補正のリスク 

 (有害事象とその対策等) 

5 

科目試験 1 

合計   74 

 

 

 

  



区分別科目の内容 

区分別 

科目名 
時間 特定行為名 

特定行為区分に含まれる特定行為に

共通して学ぶべき事項 
特定行為ごとに学ぶべき事項 

内容 時間 内容 時間 

栄養及

び水分

管理に

係る薬

剤投与

関連 

17.5 

持続点滴中

の高カロリ

ー輸液の投

与量の調整 

1.循環動態に関する局所解剖 

2.循環動態に関する主要症候 

3.脱水や低栄養状態に関する主

要症候 

4.輸液療法の目的と種類 

5.病態に応じた輸液療法の適応

と禁忌 

6.輸液時に必要な検査 

7.輸液療法の計画 

6 

1.低栄養状態に関する局所解剖 

2.低栄養状態の原因と病態生理 

3.低栄養状態に関するフィジカル

アセスメント 

4.低栄養状態に関する検査 

5.高カロリー輸液の種類と臨床薬

理 

6.高カロリー輸液の適応と使用方

法 

7.高カロリー輸液の副作用と評価 

8.高カロリー輸液の判断基準 (ペ

ーパーシミュレーションを含む) 

9.低栄養状態の判断と高カロリー

輸液のリスク(有害事象とその対

策等) 

10.高カロリー輸液に関する栄養学 

5 

脱水症状に

対する輸液

による補正 

1.脱水症状に関する局所解剖 

2.脱水症状の原因と病態生理 

3.脱水症状に関するフィジカルア

セスメント 

4.脱水症状に関する検査 

5.脱水症状に対する輸液による補

正に必要な輸液の種類と臨床薬理 

6.脱水症状に対する輸液による補

正の適応と使用方法 

7.脱水症状に対する輸液による補

正の副作用 

8.脱水症状に対する輸液による補

正の判断基準(ペーパーシミュレ

ーションを含む) 

9.脱水症状の程度の判断と輸液に

よる補正のリスク 

 (有害事象とその対策等) 

5 

科目試験 1.5 

血糖コ

ントロ

ールに

係る薬

剤投与

関連 

17 

インスリン

の投与量の

調整 

1.糖尿病とインスリン療法に関

する局所解剖 

2.糖尿病とインスリン療法に関

する病態生理 

3.糖尿病とインスリン療法に関

するフィジカルアセスメント 

4.インスリン療法の目的 

5.糖尿病とインスリン療法に関

する検査(インスリン療法の

導入基準を含む) 

6.インスリン製剤の種類と臨床

薬理 

7.各種インスリン製剤の適応と

使用方法 

8.各種インスリン製剤の副作用 

6 

1.病態に応じたインスリン製剤の

調整の判断基準(ペーパーシミュ

レーションを含む) 

2.病態に応じたインスリンの投与

量の調整のリスク(有害事象とそ

の対策等) 

3.外来でのインスリン療法と入院

の適応 

4.インスリン療法に関する患者へ

の説明 

10 

 科目試験 1 

合計   34.5 


